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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第73期
第２四半期
連結累計期間

第74期
第２四半期
連結累計期間

第73期
第２四半期
連結会計期間

第74期
第２四半期
連結会計期間

第73期

会計期間

自  平成20年
  　４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (百万円) 44,418 44,522 20,808 21,996 90,016

経常利益 (百万円) 7,792 8,851 3,468 4,265 16,622

四半期(当期)純利益 (百万円) 5,032 5,111 2,472 2,476 10,777

純資産額 (百万円) ― ― 74,295 79,648 73,968

総資産額 (百万円) ― ― 128,341 130,405 126,824

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,041.731,117.181,037.76

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 71.36 72.47 35.06 35.11 152.80

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 57.25 60.42 57.71

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,283 4,771 ― ― 10,634

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 100 △3,029 ― ― △3,341

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,262 △2,511 ― ― △6,354

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 13,834 13,853 14,596

従業員数 (名) ― ― 2,634 2,704 2,631

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業内容については重要な変更はありません。

また、主要な関係会社に異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 2,704［840］

(注) １　従業員数は、就業人員数であります。

２　臨時従業員数は［　］内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。なお、臨時従業員

には、臨時社員・契約社員等を含み、派遣社員は除いております。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 2,270［366］

(注) １　従業員数は、就業人員数であります。

２　臨時従業員数は［　］内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。なお、臨時従業員に

は、臨時社員・契約社員を含み、派遣社員は除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

事業の名称 金　額(百万円) 前年同四半期比(％)

医薬品事業 22,500 ＋6.2

計 22,500 ＋6.2

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当社グループは、見込生産を主体としているため記載を省略しております。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。

　

事業の名称 金　額(百万円) 前年同四半期比(％)

医薬品事業 21,996 ＋5.7

計 21,996 ＋5.7

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

　

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 割合(％)

アルフレッサ ホールディングス㈱ 4,708 22.6 5,156 23.4

㈱メディセオ・パルタック
ホールディングス

3,906 18.8 4,300 19.6

㈱スズケン 3,196 15.4 3,285 14.9

東邦薬品㈱ 2,287 11.0 2,643 12.0

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日）の売上高は、前年同期間に比べ

5.7％増の219億９千６百万円となりました。利益につきましては、営業利益44億２千１百万円（前年同期間

比21.7％増）、経常利益42億６千５百万円（前年同期間比23.0％増）、四半期純利益24億７千６百万円（前

年同期間比0.2％増）となりました。  

　　 

　当社におきましては、「漢方医学と西洋医学の融合により世界で類のない最高の医療提供に貢献する」こ

とを目標として掲げ、これまで様々な施策を着実に推進してまいりました。 

　また、本年５月に策定いたしました「2009～2011年度中期経営計画（連結）」においては、「漢方医学の

確立」「育薬の推進」など６つの中期活動目標をあげて、その達成に向けて積極的な取り組みを展開して

おります。 

　大学における漢方医学教育の支援活動、更なる育薬の推進とその成果の浸透を目指した専任ＭＲ制による

大学病院・臨床研修指定病院での活動強化、各種の漢方医学セミナーや講演会・研究会の開催など、漢方が

着実に伸長し続けるための体制を強化してまいりました。 

　様々な領域の疾患に漢方治療が取り入れられるようになり、129処方中115処方が前年同期間の売上高を上

回りました。特に育薬処方である「ツムラ六君子湯」「ツムラ抑肝散」「ツムラ大建中湯」につきまして

は、各種臨床研究とそれを裏付ける基礎研究が進み、エビデンスが確立されつつあることから、３処方合わ

せた売上高は前年同期間に比べ22.8％伸長しております。その結果、医療用漢方製剤全体の売上高は前年同

期間に比べ9.1％伸長いたしました。
　

(2) 財政状態

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、株価上昇による投資有価証券の増加等により前連結会

計年度末に比べて35億８千万円増加し、1,304億５百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間末における負債は、借入金の返済等により前連結会計年度末に比べて20億９千

９百万円減少し、507億５千６百万円となりました。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて56億７千９百万円増加し、796億４千８百万円となり、自己資本比率

は2.7ポイント上昇して60.4％となりました。
　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、34億２千万円の収入となり

ました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により15億１千３百万円の支出

となりました。なお、前年同期間の投資活動によるキャッシュ・フローが収入となっていたのは、連結子会

社の売却による収入によるものです。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出等により７億５千８百万円の支出と

なりました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は138億５千３百万円となりまし

た。
　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。
　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、９億７千７百万円であ

ります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。また、当第２四半期連結会計期間

に新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 250,000,000

計 250,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 70,771,662 70,771,662
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株
であります。

計 70,771,662 70,771,662 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年９月30日 ― 70,771 ― 19,487 ― 1,940
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱
信託口

東京都中央区晴海１－８－１１ 9,356 13.22

日本マスタートラスト信託銀行㈱
信託口

東京都港区浜松町２－１１－３ 5,777 8.16

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 2,697 3.81

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱
信託口９

東京都中央区晴海１－８－１１ 2,429 3.43

ツムラグループ従業員持株会 東京都港区赤坂２－１７－１１ 1,655 2.34

第一三共㈱ 東京都中央区日本橋本町３－５－１ 1,525 2.15

大日本住友製薬㈱ 大阪府大阪市中央区道修町２－６－８ 1,092 1.54

ザ　チェース　マンハッタン　バンク　エヌ
エイ　ロンドン　エス　エル　オムニバス　
アカウント
（常任代理人　㈱みずほコーポレート
銀行決済営業部）

WOOLGATE HOUSE,COLEMAN STREET LONDON
EC2P 2HD,ENGLAND
（東京都中央区月島４－１６－１３）

924 1.31

住友不動産㈱ 東京都新宿区西新宿２－４－１ 791 1.12

サジャップ
（常任代理人　㈱三菱東京ＵＦＪ銀行）

P.O.BOX 2992 RIYADH 11169 KINGDOM OF 
SAUDI ARABIA
（東京都千代田区丸の内２－７－１
決済事業部）

776 1.10

計 ― 27,024 38.19

(注)  １　住友信託銀行㈱より平成21年10月21日付けで提出された大量保有に関する変更報告書によれば、共同保有者

　が増加した旨、報告義務発生日である平成21年10月15日現在で5,142千株を保有している旨の報告を受けてお

　ります。

　　なお、住友信託銀行㈱及びその共同保有者である日興アセットマネジメント㈱の平成21年９月30日現在での

　実質所有株式数については、当社として確認ができませんので、上記大株主の状況には考慮しておりません。

　　大量保有に関する変更報告書の内容は、以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

住友信託銀行㈱ 大阪府大阪市中央区北浜４－５－33 4,105 5.80

日興アセットマネジメント㈱
東京都港区赤坂９－７－１　ミッドタウン・
タワー

1,037 1.47

計 ― 5,142 7.27

　

　　　２　上記（大株主の状況）の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱信託口　　　　　9,356千株

日本マスタートラスト信託銀行㈱信託口　　　　　　　5,777千株

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱信託口９　　　　2,429千株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　243,500

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

70,486,700
704,867 ―

単元未満株式
普通株式

41,462
― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 70,771,662― ―

総株主の議決権 ― 704,867 ―

(注)　１　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式39株が含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権の数10個)含まれており

ます。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ツムラ

東京都港区赤坂２－17－11 243,500― 243,500 0.34

計 ― 243,500― 243,500 0.34

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が2,000株(議決権の数20個)あります。

なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の中に含まれております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 2,850 2,945 3,070 3,110 3,320 3,350

最低(円) 2,385 2,600 2,780 2,860 3,050 3,060

(注)　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,861 14,603

受取手形及び売掛金 30,359 31,156

商品及び製品 3,892 3,775

仕掛品 7,750 6,442

原材料及び貯蔵品 9,653 9,591

その他 4,502 3,440

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 70,012 69,003

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 44,542 43,736

その他 44,762 43,484

減価償却累計額 △49,712 △48,466

有形固定資産合計 39,593 38,754

無形固定資産 344 406

投資その他の資産

投資有価証券 16,439 13,871

その他 4,043 4,816

貸倒引当金 △28 △28

投資その他の資産合計 20,454 18,659

固定資産合計 60,392 57,821

資産合計 130,405 126,824

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,497 2,354

短期借入金 24,073 25,334

未払法人税等 3,773 3,888

返品調整引当金 16 12

その他 11,495 12,296

流動負債合計 41,855 43,885

固定負債

退職給付引当金 1,509 1,395

その他 7,391 7,575

固定負債合計 8,900 8,970

負債合計 50,756 52,855
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 19,487 19,487

資本剰余金 1,940 1,940

利益剰余金 56,780 52,868

自己株式 △380 △379

株主資本合計 77,828 73,917

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 421 △1,129

繰延ヘッジ損益 △623 △264

土地再評価差額金 1,775 1,775

為替換算調整勘定 △608 △1,106

評価・換算差額等合計 964 △725

少数株主持分 855 777

純資産合計 79,648 73,968

負債純資産合計 130,405 126,824

EDINET提出書類

株式会社ツムラ(E01018)

四半期報告書

12/27



(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 44,418 44,522

売上原価 14,745 14,059

売上総利益 29,673 30,462

販売費及び一般管理費 ※１
 22,029

※１
 21,500

営業利益 7,644 8,961

営業外収益

受取利息 16 22

受取配当金 227 181

為替差益 174 －

その他 218 139

営業外収益合計 636 343

営業外費用

支払利息 303 191

持分法による投資損失 65 29

為替差損 － 144

その他 120 89

営業外費用合計 489 454

経常利益 7,792 8,851

特別利益

固定資産売却益 － 0

投資有価証券売却益 261 －

関係会社売却益 1,350 －

特別利益合計 1,612 0

特別損失

固定資産売却損 1 0

固定資産除却損 113 48

減損損失 326 －

工場リニューアル費用 727 －

解体撤去費用 － 49

特別損失合計 1,169 98

税金等調整前四半期純利益 8,234 8,753

法人税等 ※２
 3,164

※２
 3,621

少数株主利益 37 19

四半期純利益 5,032 5,111
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 20,808 21,996

売上原価 6,690 6,747

売上総利益 14,118 15,248

販売費及び一般管理費 ※１
 10,486

※１
 10,826

営業利益 3,632 4,421

営業外収益

受取利息 10 11

受取配当金 5 3

受取手数料 30 15

その他 39 40

営業外収益合計 87 70

営業外費用

支払利息 151 90

持分法による投資損失 36 5

為替差損 － 99

その他 63 31

営業外費用合計 250 226

経常利益 3,468 4,265

特別利益

固定資産売却益 － 0

投資有価証券売却益 132 －

関係会社売却益 1,350 －

特別利益合計 1,482 0

特別損失

固定資産売却損 1 0

固定資産除却損 103 28

工場リニューアル費用 727 －

特別損失合計 832 29

税金等調整前四半期純利益 4,119 4,236

法人税等 ※２
 1,610

※２
 1,717

少数株主利益 35 41

四半期純利益 2,472 2,476
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,234 8,753

減価償却費 1,600 1,588

減損損失 326 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10 0

受取利息及び受取配当金 △244 △204

支払利息 303 191

持分法による投資損益（△は益） 65 29

有形固定資産除売却損益（△は益） 115 49

売上債権の増減額（△は増加） 467 814

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,213 △1,412

仕入債務の増減額（△は減少） △480 102

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △261 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △41 113

関係会社株式売却損益（△は益） △1,350 －

その他 △519 △1,461

小計 6,992 8,564

利息及び配当金の受取額 234 226

利息の支払額 △328 △218

法人税等の支払額 △3,614 △3,801

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,283 4,771

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,982 △2,992

有形固定資産の売却による収入 488 0

無形固定資産の取得による支出 △56 △6

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △1,012 △6

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

486 －

子会社株式の取得による支出 － △60

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

4,511 －

貸付けによる支出 △3 △4

貸付金の回収による収入 10 5

定期預金の預入による支出 △2,506 △12

定期預金の払戻による収入 120 11

その他の支出 △112 △154

その他の収入 158 188

投資活動によるキャッシュ・フロー 100 △3,029
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,096 702

短期借入金の返済による支出 △1,484 △632

長期借入れによる収入 8 －

長期借入金の返済による支出 △1,891 △1,373

自己株式の取得による支出 △5 △1

配当金の支払額 △832 △1,197

その他 △154 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,262 △2,511

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 26

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 116 △742

現金及び現金同等物の期首残高 13,718 14,596

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 13,834

※１
 13,853
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

会計処理基準に関する

事項の変更

・有形固定資産の減価償却の方法の変更

　当社グループは、有形固定資産の償却方法について、従来、定額法のほか定率法を採

用しておりましたが、定率法によっていた有形固定資産についても第１四半期連結会

計期間より定額法による会計処理に変更しております。

　この変更は、当社グループが医薬品事業に特化する経営方針のもと、単一事業となっ

たことに伴い、医薬品事業の収益構造が長期安定的であることに合わせ、設備が長期

かつ安定的に使用され、修繕費等の設備維持コストも長期安定的に発生することが見

込まれるという実態を考慮したことにより、費用収益のより適切な対応を目的とした

ものであります。

　この変更により、従来に比べ、売上総利益は、178百万円増加し、営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益は、208百万円増加しております。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結会計期間

(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

(四半期連結貸借対照表関係）

　前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました「長期借入金」(当第２四半期連結会計期間１百

万円）については、金額が僅少となったため、当第２四半期連結会計期間においては、固定負債の「その他」に含

めて表示しております。

 

(四半期連結損益計算書関係）

　前第２四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めておりました「為替差損」は、営業外費用

の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間においては、区分掲記しております。なお、前第２四半期連

結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は３百万円であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

税金費用の計算 　一部の連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

する方法を採用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

―――――

 
 

　

１　偶発債務

非連結子会社の銀行借入金に対し、債務保証を行っ
ております。
(銀行借入債務に対する債務保証)

吉林林村中薬開発有限公司 143百万円

　計 143百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
  至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

給料諸手当 8,205百万円

退職給付費用 388百万円

 

※２　「法人税、住民税及び事業税」と「法人税等調整

額」は合わせて「法人税等」に表示しておりま

す。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

給料諸手当 7,869百万円

退職給付費用 670百万円

 

※２

同左

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
  至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

給料諸手当 3,918百万円

退職給付費用 190百万円

 

※２　「法人税、住民税及び事業税」と「法人税等調整

額」は合わせて「法人税等」に表示しておりま

す。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

給料諸手当 3,947百万円

退職給付費用 327百万円

 

※２

同左

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※１  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間

末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　 (平成20年9月30日現在)

現金及び預金勘定 11,795百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△1百万円

有価証券勘定に含まれる
譲渡性預金

2,040百万円

現金及び現金同等物 13,834百万円

※１  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間

末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　(平成21年9月30日現在)

現金及び預金勘定 13,861百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△8百万円

現金及び現金同等物 13,853百万円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日　至

　平成21年９月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 70,771,662

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 243,539

　

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　

４  配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 1,198 17.00平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年11月11日
取締役会

普通株式 1,622 23.00平成21年９月30日 平成21年12月４日 利益剰余金

　

　

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

当社グループは医薬品事業のみの単一セグメントであるため、該当事項はありません。

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

当社グループは医薬品事業のみの単一セグメントであるため、該当事項はありません。

　

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
医薬品事業

(百万円)

家庭用品事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
売上高

41,651 2,766 44,418 － 44,418

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 41,651 2,766 44,418 － 44,418

営業利益 7,642 1 7,644 － 7,644

(注) １　事業の区分の方法

当社グループの事業区分は、製品の種類、性質、製造方法及び販売方法の類似性を考慮し、医薬品事業・家庭

用品事業にセグメンテーションしております。

２　各事業区分の主要製品

(1) 医薬品事業

医療用医薬品、一般用医薬品　他

(2) 家庭用品事業

入浴剤、身体洗浄剤、ヘアケア製品、浴室洗浄剤　他

３　当社連結子会社として家庭用品事業を営んでおりましたツムラ ライフサイエンス株式会社は、当第２四半期

連結会計期間より子会社ではなくなり、連結の範囲から除外しました。これにより、当社グループでは当第２

四半期連結会計期間より医薬品事業の単一事業となったため、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１

日から平成20年９月30日）の事業の種類別セグメント情報を開示しておりません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

当社グループは医薬品事業のみの単一セグメントであるため、該当事項はありません。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日  至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合がいずれも90％を超えているため、所在地別

セグメント情報の記載を省略しております。

　

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日  至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

海外売上高は、いずれも連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 1,117.18円
　

１株当たり純資産額 1,037.76円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結会計期間末

(平成21年９月30日)

前連結会計年度末

(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 79,648 73,968

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 855 777

　（うち少数株主持分） （855） （777）

普通株式に係る純資産額（百万円） 78,792 73,191

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数（千株）

70,528 70,528

　

２  １株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
  至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 71.36円
　

１株当たり四半期純利益金額 72.47円
　

(注)１　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（百万円） 5,032 5,111

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 5,032 5,111

普通株式の期中平均株式数（千株） 70,531 70,528
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
  至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 35.06円
　

１株当たり四半期純利益金額 35.11円
　

(注)１　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

前第２四半期連結会計期間

(自　平成20年７月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成21年７月１日

　至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（百万円） 2,472 2,476

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 2,472 2,476

普通株式の期中平均株式数（千株） 70,531 70,528

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

(リース取引関係)

リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引であって、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っているものに関し、取引残高に前連結会計年度の末日

と比較して著しい変動はありません。
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２ 【その他】

（中間配当）

平成21年11月11日開催の取締役会において、第74期（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）の

中間配当を当社定款第45条の規定に基づき、次のとおり行う旨決議いたしました。

（１）配当金の総額・・・・・1,622百万円

（２）１株当たりの金額・・・23円

（３）支払請求権の効力発生日及び支払開始日・・・平成21年12月４日

（注）平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月13日

株式会社ツムラ

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    森    幹    夫    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    橋    爪    輝    義    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    植    村    文    雄    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ツムラの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成

20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月

30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ツムラ及び連結子会社の平成20年９

月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月13日

株式会社ツムラ

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    森    幹    夫    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    橋    爪    輝    義    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    植    村    文    雄    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ツムラの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月

30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ツムラ及び連結子会社の平成21年９

月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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